
令和７年度 事業報告 

 
１ 協会運営及び組織の充実強化の推進 
 

協会の適正運営 

○ 適正経理、関係機関等と連携した会議開催、教育事業の推進、随時広
報等を行い、透明性、公益性に配意した協会運営を図った。 

○ 入退会、会費未納等の会員管理等を徹底し、組織の充実に努めた。 

○ 逐次、全警協、県警担当者等との連携と各種情報の収集に努め、大警
協だより、その他連絡文書により会員への情報提供を図った。 

公益目的事業活動
の適正な推進 

○ 協会業務や財務処理等の適法かつ適正な運用を行い、公益目的事業の
適正な運営と公益目的の的確な執行に努めた。 

法令順守の徹底 
○ 各種法令の順守について啓発・発信を行い、また、県警その他関係機

関との連携を図り、適正な警備業務の推進に努めた。 

 
２ 会議等の開催・出席 
 

会 議 議 決 ・ 協 議 内 容 等 

定時総会 

○ 令和７年 ５/２８（水）、ホテル日航大分 オアシスタワー5F「孔雀の間」 

○ 審議 ・令和６年度  事業報告、収支決算報告 
・令和７年度 事業計画、収支予算書 

臨時総会 ○ 特別な議案はなく開催なし 

理 事 会 
○ 年間４回を開催し、協会業務の適正運営を図った。 
  【 5/8、9/24、12/18、3/24 開催） 

各種研修会 

○ 労働安全衛生大会の開催                                                                              
(7/31 大分労働局労働基準部 健康安全課専門官(柴田健一氏)による講演      
演題「警備業における労働災害発生状況と安全衛生対策等について」 

○ 警察・警備業連絡会の開催 

  7/31 県警生安部警備業担当補佐長澤嘉厚氏による講話 

   演題「今求められる警備業のあり方について」                          

○ 経営者等研修会の開催 

  11/26、外部理事小野幸二氏によるカスハラへの対応 

警備員特別講習事業センターより業務統括課課長邨田昌英氏を招き

特別講習デジタル化について経営者研修会実施 

R8.2/4 非加盟業者にも案内し、特別講習デジタル化について研修会実施 

主な会議出席 

○ 全国警備業協会 

定時総会(6/11-会長出席)、理事会(9/18、12/5、R8-3/25 会長出席)、   

教育委員会(7/30 会長出席)、経営基盤委員会(11/17 R8.2/4会長出席)      

専務理事会議(7/2-専務理事出席)、警備の日全国大会(11/10会長出席)、  

事務担当者会議(2/6-平川事務員出席)、 等 

○ 九州地区警備業協会連合会 

定時総会(6/27)、理事会(11/19～長崎県開催)             
専務理事・事務職員会議(9/1) 

○ 関係官庁・団体の会議・セミナー、広報啓発行事に会員と共に積極的に参加
し、警備業界の信頼向上と連携強化を図った。 

 

 



３ 適正な警備員教育事業の推進 

項 目 事  業  内  容 

適正な講習 
事業の推進 

特別講習 
 

事前講習 

○ 特別講習、事前講習 
 

警備員指導 
教育責任者 

講習 
（委託事業） 

 

講師派遣 
（県警講習） 

○ 選任指導教育責任者 現任講習（県警）に各講師1名を派遣 
(1号)R8.1/26 (2号)R8.2/2  

全警協による  
eラーニング事業 

○ 全警協と事務委託契約を締結し、令和４年４月より運用を開
始しeラーニング教育事業を推進しているが令和7年度中の契
約はなし 

 
 
 
 
 
 

講師育成の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 講師の体制 

○ 特別講習講師 12名 ／R8.3月末現在 

（警備員特別講習事業センター委嘱）  ＊ 複数種目の兼務を含む 

 施設 交通 雑踏 貴重品 
１級 6 6 4 1 
２級 0 3 0 2 

○ 指導教育責任者講習講師等 ／ 講師10名（県警指定）R8.3月末現在 

 1号～9名、 2号～8名、3号～6名、4号～5名、機械～5名 

２ 研修会等受講状況〔全警協・事業センター〕 

○ 新任講師候補者研修会 
貴重品運搬2級 6／24～27 (1名受講～合格し事業センターより講師委嘱)   



 
 
 

 
 
講師育成の推進 

 

○ 現任講師研修会 
   貴重品運搬業務１級、施設警備業務１級(対象各１名受講) 

○ 全国教育幹部研修会(指導教育責任者講習) 
    新任講師候補者研修(３号業務) 8／4～8／5 １名受講  

〔全国〕 
○ 特別講習主任講師研修会 R8.3/9 ふじの開催（主任講師） 

〔大分県警協〕  
○ 特別講習委嘱講師研修会の開催(R7.4.12 実技講習の一部変更に伴い実施)  

○ 特別講習事前打合せ会議等を開催 

職業訓練認定事業 
（職業能力開発促進法） 

○ 上記事前講習に基づき、職業訓練認定校として、大分県及び大分市からの各
補助金交付を受けた。 

 

４ 警備業の適正化に関する取組の推進 

警備員不足への対応 
○ R7,6/24 令和7年度より、労働局主催の運輸・警備分野人材確保対策推

進協議会に参加して情報交換を行い、11/17ハローワーク大分において警
備の仕事説明会を実施。(8名の一般希望者参加) 

警備料金の 
適正化への対応 

○ 関係機関・団体への要望等を行うとともに、建設新聞広告で適正な賃金確保の
ための警備料金見直しに係る建設業者向けの広告を行った。 

○「適正取引等における自主行動計画R7.9改訂」を配布し周知徹底に努めた。 

反社会的勢力 
排除への対応 

○ 県警・関係団体と連携し情報交換等により暴力団排除活等の取組に努めた。 

 
デジタル化への対応 

 

○ 各種情報発信等については、メール・ＦＡＸ送信で実施 

○ 全警協における新たなシステム 

   書籍・教材、全警協eラーニングWeb申込、特別講習申込受付システム、特
別講習デジタル化について対応、会員・非加盟員周知の研修会実施。 

 
５ 地域防犯、交通安全、防災活動等への支援 

各種活動への 
積極的参加・支援 

○ 県警・関係団体と連携し、大分県安全・安心まちづくり活動、交通安全活動、
暴力絶滅推進活動等の会議や大会等に積極的に参加した。 

  5/19 大分県防犯協会理事会  6/6 安心安全まちづくり協議会総会 

6/16  暴追推進センター定時評議会  6/25 大分市暴絶協議会理事会   

6/28 九州ブロック防犯ボランティアフォーラム 

10/16 安全・安心まちづくり県民大会  11/20 九州ブロック認定校会議   

11/22 暴絶追放大分市民大会  3/5 大分県防犯協会理事会 等 

○ 県警との締結に基づき、年金支給日(毎月１５日)における特殊詐欺被害防止
活動として、大分市内金融機関前において青年部会員による広報活動実施 

災害支援、 
防災・減災活動 

○ 災害の被災情報、支援に関する情報収集に努めた。 

○ 平成12年8月付け、大分県・大分県警察本部と締結した「災害時における円滑
な通行の確保に関する協定」について見直しを図り、大分県警に見直し案を提
出し継続協議中である。 

 
６ 労働災害防止と適正な労働管理の推進 

労働災害事故 
防止の意識高揚 

○ 7／31 全国安全週間に伴い労働安全衛生大会開催(職業訓練センター36名参加) 

○ 7月全国安全週間、10月全国労働衛生週間や全国で発生する労災事故事
例等を大警協だより等で情報発信を行い、労災防止対策の推進に努めた。 



○ 労働災害防止に関する標語を募集し、標語の優秀作を労働安全衛生大会にお
いて優秀５作品を表彰した。  ※ 応募 ～ 標語 51作 

◯ 業務･通勤災害の調査報告（4月 Web回答依頼） 

適正な労務管理 
○警備業者賠償責任保険団体制度のパンフレット配布等導入推進に努めた。 

○労働局発出関連情報の収集、ホームページ等で会員連絡を実施。 

 
７ その他 

広報啓発活動 

○「11/1警備の日」の広報活動を実施。 
・10/26 大分市内大型商業施設において、警備資機材(交通誘導信号機
案内板、金属探知機等)を展示並びに子供用警備服を展示しコスプレ
撮影会を催し、警備業の広報活動実施。 
・協会事務所屋外にのぼり旗での広報 

○「大警協だより」の発刊（計62号） 

○ ホームページの掲載内容を随時見直し更新管理 

  会員専用ページを設け、必要な資料掲示、情報発信に努めた。 

関係官庁、関係 
機関等との連携 

○ 警察、行政その他関係団体との緊密な連携を図り、質疑対応等による警
備業務の適正運営の確保に努めた。 

○ R4.9.13 県警と締結した「犯罪の起きにくい社会づくりに関する協定」
に基づき、年金支給日(偶数月15日)に県警、防犯協会と協働して特殊詐
欺被害防止広報活動実施。 

◯ 大分県生活環境部県民生活・男女共同参画課の極力依頼により、協会並
びに加盟員17社が「ながら見守り宣言企業・事業所」として登録し、業
務を通じて子どもの見守り活動を実施。 

○ 関係官庁等の開催する会議等に積極的に参加した。 

青年部会等の 
適切な活動運営 

◯ 前記の通り、警備の日のイベント参加、年金支給日の特殊詐欺防止広報活動 

   見守り活動等実施。 

 
８ 会員数の現状 

 正会員 賛助会員 

会員数／R６年度末 ７４ １ 

R7年度･入退会 
入会  ２ ０ 

退会  １ ０ 

現在会員数（R８年３月末） ７５ １ 

     ※ 入会２社 

 令和7年10月 1日入会   (合)エス・ピー・アール  

令和8年1月1日入会   (有)三重電設 

 

 


